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研究成果の概要 

―本研究はヘリウム表面上の電子を用いて高性能の量子ビットを作成することを目指す研究である。 

 

2021年度前半 

―実験装置の構築を行った。具体的には、希釈冷凍機内に、高周波同軸ケーブル・DCライン・ヘリウム

を通すための capillary lineの導入などを行った。 

―ヘリウム表面上に多数の電子を捕獲することに成功した。 

―前所属での成果(image-charge detection, Phys. Rev. Lett. 123, 086801 (2019))を再現すること

に成功した。 

―独自に作成した LC共振回路の評価を行い、感度を測定した。 

 

2021年度後半 

―前半で評価した LC 共振回路を用いて、ヘリウム表面上の電子のリュードベリ状態を検出することに

成功した。具体的には、LC 共振回路から出てくる信号を Spectrum Analyzer で測定した。この実験で

は、リュードベリ状態の共鳴周波数を 100Hzで変調しているため、信号の周波数が LC共振周波数から

100 Hz 程離れた時、かつ、リュードベリ状態の共鳴条件を満たす電子の下部電極に与えられる電圧が

24.5V付近の時にピークが見られた。 

―これは、ヘリウム表面上の電子を用いて量子ビットを作成した際に、読み出し技術として用いること

が出来るもので、ヘリウム表面上の電子を用いて量子ビットの作成に一歩近づいた。 
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